




























p. 2 ） ︒
　
最初の課題は第一章で論じられる︒ここでは人間の身体を幅広




能だと述べている︒そして︑このような身体を強調する考え方をもって︑様々な伝統 おけ 行者が単なる﹁自己中心的 人々﹂であると結論すべきではなく（
p. 23 ） ︑むしろ行者と社会的文脈と





Tullio Federico Lobetti, A
























宗の﹁マラソン僧﹂による有名な比叡山の千日回峰 を挙げている︒章 後半では︑ ﹁なぜ﹂修行するかに的が絞られる︒これは基本的に何らかの形ある御利益や力の追求をめぐるも であり︑人によって異なる意味を持つ︒修行者がこうしたも を求めるのは﹁自分のためか︑あるいは他人のため﹂であるという（




p. 92 ） ︒この章の後半では神道と仏教それぞれにおける修行






p. 119 ） ︒この身体感覚は﹁喪失﹂
と﹁獲得﹂ いう面から修行者が会得するものであり︑不純から純粋へ向か ︑最終的理想であ ﹁完璧な身体﹂を感じ取るプロセスを可能にするものだ︒著者 言う如く 痛みは修行者を最終的に﹁死に至らしめ﹂てくれる﹁鍛える力﹂ して機能する︒こうして修行者は﹁生の中の死﹂を経験し︑究極のパラドクスを実現させようとする︒その例が︑日本 宗教伝統における﹁即身仏﹂である（
pp. 126, 131 ） ︒これらの結論から著者は︑修行とは
﹁修行者の身体内の流れを逆行させ︑結果として力の生成を獲得する明白で構造的なプロセス﹂という新 い定義を加えた（
p. 136 ） ︒
　
字数の限られた短い書評で本書の豊かさを正しく評価するのは




の点を深掘りし よいような気がする︒三︑本書はいささか唐突な終わり方をする ︑結論を含め︑あと数頁の書き足しがあれば︑もっと読者に納得しやすいものになったのではないか︒四︑著者自身 自覚しているようだ （
p. 129 ） ︑著者の﹁人間学﹂的な説







 31  (2017 ) に掲載された英文テキストの日本語訳である︒
